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気象衛星「ひまわり」を用いた地球環境の探査

Exploration of the earth environment using meteorological satellite

"Himawari"
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　静止気象衛星「ひまわり8号」のデータと人工知能を用いて地球環境の探査を試みた。一般に人工知能を用

いた画像認識では数万単位以上の画像を使用している。しかし、本研究では気象衛星「ひまわり8号」の16波

長(可視〜赤外)で撮像したスペクトル画像データの画素ごとに抽出したスペクトルデータを人工知能の入

力・教師データとした。スペクトルデータと地球環境を特徴付けることで、地球環境を学習し地球環境変動を

認識するアルゴリズムを考案した。画素ごとの16波長のスペクトルデータを学習し地球環境を探査するの

は、本研究が初めてである。しかも、本研究の手法では数百単位のデータセットで、緯度・経度、昼夜、季節

など全ての空間・時間で地球環境を認識できる。気象衛星「ひまわり」のスペクトルデータを利用した人工知

能は、台風や流氷などの予測にも有効であるとともに、地球や惑星の環境探査で人工衛星や探査機の能力を大

きく引き出す有効な手法になると考える。
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